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1. 緒言 
演者らは，低分子アルコール-NaOH 溶液へのフロ

ン溶解度を測定した．その結果，NaOH 濃度が増加

するとフロン溶解度は減少することを観測した．こ

れに対し塩析モデルを提案し，塩析効果定数と配位

数の関係を明らかにした[1]．今回，イオン液体を含

む混合溶液へのCO2溶解度を塩析モデルで解析する

ことを試みた． 
2. 塩析効果定数 h 
先に提案した塩析モデルに従うとすると，塩であ

るイミダゾリウム系イオン液体である(1-butyl-3- 
methylimidazolium bis(trifluoromethanesulfonyl)amide)
［以下，下添字 IL で表す］をジグライム(diethylene 
glycol dimethyl ether)［以下，下添字GL で表す］に

添加した時の混合溶液への CO2溶解度 CCO2は，以

下の式で表される[1]． 

 0
CO2 CO2 ILexp( )C C hC 

 
(1) 

ここで h は CO2-ジグライム系での塩析効果定数，
0
CO2C はイオン液体を添加しない時のジグライム中

のCO2濃度[mol/L]である． 
3. 塩析効果定数 h と配位数Nsの関係 
 ジグライム-イオン液体溶液中では，イオン液体の

周りにジグライム分子が配位し，CO2を溶解させる

ジグライム分子総量が減少する．そのため，イオン

液体濃度が増加するとCO2の溶解度が減少すると考

えた．その際，イオン液体分子の周りに配位するジ

グライム分子数を配位数Nsとする．NsはCGLに比例

することが導かれる[1]． 

 s GLN h C   (2) 
つまり，h が求まると，配位数Nsも求められる． 
4. 実験結果 
 313.15 K において 4 種の混合組成（ジグライム-
イオン液体溶液）に対して圧力変化させた時のCO2

溶解度の実験結果[2]をFig. 1 に示す．本系では，イ

オン液体及びジグライムは気相側に揮発しない(xCO2 
= 1)ことが特徴的である．同じ圧力では，CO2は純

ジグライムにより多く溶けることがわかる． 
5. 塩析モデルの適用 

Fig. 2 は，Fig. 1 の溶解度データを体積濃度で整理

したものである．本系では，圧力によらず h = 0.271 
L/mol であることを示している．すなわち，CILがわ

かればCO2溶解度を算出できる．配位数はCGLによ

り異なるが，配位数Nsは 0.6～1.8 程度である． 

 
Fig. 1 Solubility of CO2 in diglyme-IL solutions at  

313.15 K. 
◇: diglyme, ●: diglyme-IL (IL 3.5 mol%),  
■: diglyme-IL (IL 10.0 mol%), 
▲: diglyme-IL (IL 25.0 mol%), 
▼: diglyme-IL (IL 50.0 mol%), ○: IL[3] 

 
Fig. 2 Determination of salting coefficient. 

◆: experimental, : eq. (1) 
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